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縄文時代前期に現われた翠緑色の石「翡翠」は、装飾品として珍重され数多くの遺物を残した

が、奈良時代に忽然とその姿を消してしまう。古代人を魅了したこの石を追い、日本にはない

とされてきた産出地の探索・発見譚を語り、ヌナカハヒメの伝承などに触れながら、謎の多い

その実像に迫る。 
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２ ヒスイの発見―日本に発見されたヒスイ原産地 

３ ヒスイの女王―ヒスイの古代伝承 
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９ ヒスイのネックレスとマジック―ヒスイの装身と信仰 

 

古代史に関心を抱くということは、古代のロマンへの知的興味をかきたてるというだけではな

く、私たちの心のうちなる古代をよみがえらせるということであり、そのように考えることで

私たちの精神世界は深みを増し、心は元気づきます。古代を縄文・弥生の野蛮な人たちの歴史

というふうにはとらえないで、あなたの遠い先祖の物語と考えるなら、古代は身近になり、そ

れとともに日本翡翠はいっそう輝きを増します。 
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